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「里山のアトリエ坂本分校」の紹介
　坂本大沢区地内の旧八幡小学校坂本分校が閉校して１年
後、2007年4月に、立体アート彫刻を中心としたアトリ
エとして生まれ変わりました。自然と村人とアートとが一
体となった様々な活動を進めています。
　なかでも2015年11月には3年がかりで村人とともに
行ってきた歴史に残る事業として、大沢区の前山の頂上に
ある「めぇ山」の雷神様は40年の昔からお参りに訪れる
人もなく、朽ち果てて埋もれていた状況から、彫刻家が雷
神を彫り上げ、スタッフが雷神への道を開き、大沢区の
人々が何百㎏もある土台石を頂上に運び上げ、雷神様の再
興を成し遂げました。
　今では、里山のアトリエ坂本分校を訪れる多くの人々が
雷神様まで、自然観察を兼ねてお参りに行くことができ、

「めぇ山」のすそ野には村人たちが植え込んでくれた100
本のアジサイが見事に花開いて目を楽しませてくれます。
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～ 自然と村人とアートがつなぐ暮らし ～
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町
民
と
議
員
に
よ
る
意
見
交
換
会
で
あ
る
未
来
ト
ー
ク
を
、
今
回

初
め
て
坂
下
中
学
校
に
お
い
て
、
10
名
の
生
徒
会
役
員
と
実
施
し
ま

し
た
。

　
「
農
業
」「
観
光
」「
自
然
」
の
３
つ
の
政
策
提
言
を
行
う
中
学
生

３
班
の
テ
ー
ブ
ル
を
、
常
任
委
員
会
ご
と
４
名
ず
つ
の
議
員
が
約
12

分
間
隔
で
３
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
回
り
議
論
す
る
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
方

式
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
に
町
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
狙
い
か
ら
の
企
画
で

あ
り
ま
し
た
が
、
生
徒
達
は
若
い
目
で
町
政
を
注
視
し
て
お
り
、
農

業
の
六
次
化
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
情
報
発
信
、
秋
祭
り
の
審
査
基
準

の
変
更
、
さ
ら
に
は
街
中
へ
の
ゴ
ミ
箱
の
設
置
等
々
、
我
々
と
は
全

く
違
う
観
点
か
ら
の
提
言
や
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
て
の
生
徒
と
全
議
員
が
顔
を
合
わ
せ
話
し
合
う
方
式
で
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
お
互
い
が
初
め
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
後
は

「
え
、
も
う
こ
れ
で
終
わ
り
な
の
」
と
い
う
声
が
出
た
位
、
双
方
に

と
っ
て
有
意
義
な
話
し
合
い
と
な
り
ま
し
た
。

「
農
業
」、「
観
光
」、「
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
、

町
の
未
来
を
大
い
に
語
り
合
い
ま
し
た

町民の皆さんと議会をつなぐ

『ばんげ未来トーク』が

バージョンアップ

議会初の試み 坂下中学校生徒会（11/26）
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皆様の声を聴いて、もっと良い町へ

議会が積極的に活動

鉄砲町婦人会（6/25）

　

新
築
の
鉄
砲
町
自
治
会
館
で
鉄

砲
町
婦
人
会
の
皆
さ
ん
９
名
と
女

性
議
員
４
名
、
地
元
議
員
１
名
の

参
加
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

①
「
高
齢
者
福
祉
の
問
題
」

②
「
産
業
振
興
の
問
題
」

③
「
環
境
・
ま
ち
づ
く
り
」

な
ど
、
様
々
な
要
望
や
意
見
や
疑

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
町

に
対
す
る
思
い
を
持
ち
、
心
配
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
が
ヒ
シ

ヒ
シ
と
感
じ
ら
れ
、
頭
が
下
が
る

思
い
で
し
た
。

会津坂下町建設業組合（10/3）

　

町
の
舗
装
の
状
況
を
見
た
と
き
南

幹
線
の
交
通
量
が
近
年
増
加
し
て
い

る
が
、
南
幹
線
は
町
道
で
あ
り
国
道

と
同
じ
舗
装
構
造
で
は
無
い
為
、
あ

る
程
度
の
交
通
規
制
が
必
要
で
は
な

い
か
、
ま
た
、
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
は
使
い
勝
手
が
悪
す
ぎ
る
事
、

建
設
業
で
の
外
国
人
労
働
者
の
雇
用

は
現
在
の
法
制
度
下
で
は
無
理
が
あ

る
事
、
更
に
は
町
職
員
の
業
者
へ
の

対
応
や
空
き
家
対
策
と
し
て
、
解
体

に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
更
地
化

を
進
め
れ
ば
、
防
災
面
で
も
有
効
で

あ
り
、
町
と
し
て
も
固
定
資
産
税
の

増
収
が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
等
、

ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

新町子ども会（10/19）

　

子
ど
も
会
（
保
護
者
）
７
名
が

参
加
し
、
子
ど
も
支
援
・
教
育
、

環
境
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
発
達
障
害

児
へ
の
支
援
に
つ
い
て
懸
案
が
提

起
さ
れ
た
他
、
保
育
申
請
情
報
の

あ
り
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
無
料
化
、
ま
た
、
改
善
要
望

の
受
け
方
な
ど
、
身
近
な
こ
と
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

個
々
が
抱
え
て
い
る
事
案
や
問
題

を
、
ひ
と
く
く
り
の
施
策
に
押
し

込
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
情
に
寄
り
添
っ
た
柔
軟

な
対
応
が
必
要
と
再
認
識
し
ま
し

た
。

茶屋町自治会（11/28）

　

自
治
会
役
員
、
婦
人
会
、
子
供

会
保
護
者
等
町
内
11
名
に
よ
り
産

業
建
設
常
任
委
員
会
の
委
員
と
意

見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

下
水
道
の
進
捗
状
況
、
特
に
、

四
十
石
地
区
の
下
水
道
普
及
率
を

上
げ
る
た
め
に
は
、
優
先
的
に
北

裏
排
水
路
を
利
用
し
、
工
事
の
進

捗
を
図
る
事
が
加
入
促
進
、
普
及

率
向
上
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か

等
、
町
民
生
活
に
直
結
す
る
町
政

の
諸
課
題
に
対
し
建
設
的
な
政
策

提
言
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
有
意
義

な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

ご参加頂いた多くの皆さんに感謝します。
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第４回
（12月）
定例会

（12/5～12/13）

下
水
道
条
例
の
一
部
改
正

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
水
道

料
金
（
各
口
径
の
基
本
料
金
・
従

量
料
金
等
）
の
改
定
、
水
道
法
等

の
一
部
改
正
に
伴
う
町
条
例
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

水
道
料
金（
平
均
）

12.9
％
ア
ッ
プ
の
改
正

令和２年４月より

各種利用料金を改正

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
使
用
料
（
基
本
料
金
や
従
量
料

金
・
従
量
区
分
）
の
改
定
、「
成

年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に

係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
」
の
公
布
等
に
伴
う
町
条
例

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
の
改

定
（
人
頭
制
か
ら
従
量
制
へ
変
更
）

に
伴
う
条
例
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
町
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
会

津
西
部
斎
苑
の
建
設
負
担
金
町
村

間
で
の
平
準
化
を
図
る
と
と
も
に
、

現
有
施
設
の
運
営
及
び
施
設
維
持

に
係
る
財
源
確
保
の
観
点
か
ら
、

12
歳
以
上
の
火
葬
炉
使
用
料
を
、

現
行
の
「
２
万
８
千
円
」
か
ら
、

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
「
３
万

１
千
円
」
と
料
金
改
定
す
る
条
例

改
正
を
行
い
ま
し
た
。

下
水
道
料
金（
平
均
）

11.2
％
ア
ッ
プ
の
改
正

使
用
料
の
算
出
方
法
を

人
頭
制
か
ら
従
量
制
へ

火
葬
炉
使
用
料
が

３
千
円
ア
ッ
プ

水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
改
正

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正　
　

会
津
西
部
斎
苑
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議論の経過を
知りたい方は

定例会の会議録を
ホームページで公
開しています。
公開は ２ 月末以降
を予定しています。

五十嵐一夫議員
　

改
正
さ
れ
る
料
金
設
定
は

合
併
浄
化
槽
を
導
入
し
て
い

る
家
庭
の
年
間
維
持
費
と
比

べ
て
低
く
、
経
費
回
収
率
を

も
っ
と
高
め
、
一
般
会
計
か

ら
の
支
出
を
抑
え
る
よ
う
再

検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
改
正

に
反
対
し
ま
す
。

反 対

五十嵐一夫議員
　

現
在
の
農
集
排
使
用
料
算

定
に
不
満
は
無
い
。
従
量
制

に
す
れ
ば
現
在
の
農
集
排
事

業
の
中
で
は
使
用
料
の
経
費

回
収
率
を
さ
ら
に
低
下
さ
せ

る
こ
と
に
繋
が
る
た
め
、
従

来
の
経
費
回
収
率
を
堅
持
す

る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、

改
正
に
反
対
し
ま
す
。

反 対

会津西部斎苑（火葬場）

　

12
月
５
日
か
ら
13
日
ま
で
の
９
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
提
出
議
案
14
件

（
条
例
11
件
、
補
正
予
算
３
件
）
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
９
日
と
10
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
10
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
11
日
に
は
各
常
任
委
員
会
を
開
き
、
提
出
さ
れ
た
議
案

等
を
審
議
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
中
、
議
員
提
出
議
案
１
件
が
提
案
さ
れ
、
関
係
省

庁
へ
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

UP
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討 論この条例に対して
私はこう考える

佐藤　宗太議員

三橋　　薫議員

酒井　育子議員

小畑　博司議員

渡部　順子議員

猪俣　恒雄議員

五十嵐一夫議員

横山　智代議員

渡部　正司議員

　

会
津
坂
下
町
公
共
施
設
使
用
料

の
見
直
し
に
関
し
て
は
、
一
定
の

理
解
を
示
す
が
、
水
道
光
熱
費
２

分
の
１
程
度
の
負
担
と
し
て
い
た

使
用
料
設
定
が
、
施
設
に
よ
っ
て

負
担
割
合
が
異
な
り
、
使
用
料
設

定
根
拠
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
再

考
が
必
要
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な

い
。

　

議
案
の
文
言
に
は
な
い
が
、
説

明
の
前
置
き
に
必
ず
出
て
く
る

「
受
益
者
負
担
」
の
意
味
が
不
明

瞭
で
は
な
い
か
。「
受
益
者
」
と

は
だ
れ
か
、
こ
の
度
の
提
案
の
意

味
・
意
義
が
浸
透
し
て
い
る
と
は

思
え
な
い
。
拙
速
な
進
め
方
で
マ

イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
だ
け
が
広
が
ら

な
い
よ
う
に
、
時
間
を
か
け
て
町

民
の
皆
様
と
話
し
合
い
を
深
め
る

べ
き
だ
。

　
「
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
」
に

倣
い
、
町
が
登
録
組
織
や
サ
ー
ク

ル
か
ら
は
使
用
料
を
取
ら
な
い
こ

と
が
、
回
り
回
っ
て
、
必
ず
や
将

来
、
坂
下
の
未
来
に
と
っ
て
町
の

活
力
や
躍
進
の
原
動
力
と
な
っ
て

跳
ね
返
っ
て
く
る
の
で
あ
り
、
今

回
の
使
用
料
見
直
し
を
再
考
す
る

よ
う
反
対
し
ま
す
。

反 対

　

公
共
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
、
受
益

者
負
担
の
考
え
方
か
ら
、
施
設
使
用
に

係
る
経
費
の
一
部
に
つ
い
て
、
利
用
者

に
負
担
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
、
令

和
２
年
４
月
か
ら
関
係
す
る
施
設
の
使

用
料
改
定
に
伴
う
条
例
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

公
共
施
設
使
用
料
の
見
直
し
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例

公
共
施
設
使
用
料
の
負
担
を

求
め
る
と
共
に
、
徴
収
す
る

区
分
を
１
時
間
単
位
に
変
更

面積要件 時間単価 主 な 施 設

100㎡未満 100円 コミセン会議室

100㎡以上
300㎡未満

150円
健康管理センター多目的ホ
ール

300㎡以上 200円 中央公民館大研修室

⑴ 会議室等の使用料

面積要件 時間単価 主 な 施 設

1000㎡未満 200円
武道場・改善センター多目
的ホール・コミセン体育館

1000㎡以上 400円 小中学校体育館

⑵ 体育施設の使用料

反 対 反 対

反 対賛 成賛 成

賛 成賛 成賛 成

　

公
共
施
設
で
あ
る
限
り
、
住
民

す
べ
て
の
施
設
で
あ
り
使
用
に
関

し
対
価
を
支
払
う
の
は
当
然
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
使
用
料
徴
収
が
地

域
づ
く
り
の
衰
退
、
団
体
活
動
、

人
々
の
つ
な
が
り
等
、
住
民
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
阻
害
に
な
ら
な
い

様
に
す
べ
き
で
あ
る
。

　

使
用
料
収
入
に
つ
い
て
は
、
施

設
の
光
熱
費
、
修
繕
に
利
用
さ
れ
、

町
づ
く
り
の
た
め
運
用
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
す
る
。

　

利
用
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
17 

年
か
ら
議
論
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
利
用
し
て
い
る
ト
イ
レ
に
は
、

感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
礼
状
と
共

に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
置
い

て
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

私
は
本
来
あ
る
べ
き
姿
、
使
用
料

を
頂
く
こ
と
は
、
当
た
り
前
と
考

え
ま
す
。
し
た
が
っ
て
本
案
に
賛

成
し
ま
す
。

　

話
が
性
急
す
ぎ
る
。
利
用
者
の

話
し
を
も
っ
と
良
く
聞
く
べ
き
で

あ
る
。
一
緒
に
考
え
て
行
く
こ
と

が
必
要
と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
無
料
だ
っ
た
使
用
料

を
負
担
す
る
こ
と
は
誰
も
が
嫌
が

る
こ
と
で
あ
る
が
「
人
口
減
少
、

超
高
齢
化
、
緩
や
か
な
経
済
の
縮

小
す
る
時
代
」
に
突
入
し
た
今
、

考
え
方
を
改
め
、
使
用
料
見
直
し

は
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
。
今
回
の
議
案
は
公
共
施
設

を
利
用
し
て
い
る
方
々
に
光
熱
水

費
等
を
ご
負
担
頂
く
も
の
で
あ
り
、

利
用
す
る
町
民
に
不
便
が
無
い
よ

う
万
全
を
期
し
て
頂
く
こ
と
を
切

に
希
望
す
る
。

　

使
用
者
が
使
用
割
合
に
応
じ
て

使
用
料
を
負
担
す
る
受
益
者
負
担

の
原
則
は
、
負
担
の
公
平
性
の
面

か
ら
も
当
然
の
制
度
で
あ
り
、
当

町
の
ご
み
袋
有
料
化
も
そ
の
一
環

で
あ
る
。

　

施
設
の
使
用
料
の
有
料
化
は
過

去
５
年
以
上
も
前
か
ら
議
論
さ
れ

て
き
た
議
案
で
あ
る
。

　

減
免
す
る
措
置
も
あ
り
、
今
回

の
条
例
は
町
民
と
町
の
在
り
方
を

明
示
し
た
も
の
と
評
価
し
賛
成
す

る
。

　

利
用
団
体
の
活
動
を
阻
害
し
な

い
こ
と
、
施
設
の
整
備
を
し
っ
か

り
や
る
こ
と
、
減
免
の
範
囲
及
び

再
検
討
の
見
込
み
は
あ
る
と
の
約

束
を
守
る
こ
と
を
条
件
に
賛
成
す

る
。
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第２回
臨時会

討
論

11/５

人
口
が
減
少
し
て
も
活
力
が
あ
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

生
き
が
い
を
持
て
る
持
続
可
能
な
町
を
目
指
し
て

第
六
次
振
興
計
画
を
可
決

まちの将来像
やっぱり “ばんげ” がいい！
～住み続けたい、やりたい事があふれるまち～

　

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
「
み
ん
な
が
つ
な
が
る
」
に
は
、
住
民
同
士
、

住
民
と
集
落
、
集
落
と
地
域
が
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
つ
な
が
る
ま
ち
」
は
あ
た
た
か
い
家
族
の
よ
う
な
町
で
あ
り
、
笑

顔
が
あ
ふ
れ
、
夢
や
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
に
し
た

い
と
い
う
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
理
念

み
ん
な
が
つ
な
が
る

①自ら学び、学び合う「ひとづくり」
②安全・健康で快適な「くらしづくり」
③活力と魅力があふれ、人が集う「しごとづくり」
④一人ひとりがつながり、みんなで
� 創る「しくみづくり」

山口　　享議員
　

振
興
計
画
と
は
、
将
来
の
目
標
実
現
に

向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
行
く
た
め
の
必
要

な
指
針
と
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ば
ん

げ
創
生
ま
ち
づ
く
り
委
員
の
皆
様
が
真
剣

に
議
論
を
尽
く
し
、
一
字
一
句
考
え
て
作

ら
れ
た
も
の
だ
と
推
察
し
ま
す
。

　

第
五
次
振
興
計
画
の
検
証
か
ら
第
六
次

基
本
構
想
、
基
本
計
画
の
協
議
を
し
な
が

ら
、
地
域
づ
く
り
を
一
番
に
掲
げ
「
み
ん

な
が
つ
な
が
る
、
や
っ
ぱ
り
ば
ん
げ
が
い

い
」
と
い
う
基
本
理
念
の
下
、
あ
え
て
目

標
指
数
を
掲
げ
な
い
原
点
に
立
っ
た
シ
ン

プ
ル
な
計
画
で
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
若
者

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
と
思
い
ま
す
。

賛 成
　

令
和
２
年
度
か
ら
10
年
間
の
町
の
将
来
像
や
方

向
性
を
示
す
第
六
次
振
興
計
画
の
基
本
構
想
や
基

本
計
画
が
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
議
員
全
員
に

よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
30
歳
以
下
の
若
者

で
つ
く
る
「
Ｕ
30
ま
ち
づ
く
り
集
会
」
や
町
若
手

職
員
「
ば
ん
げ
政
策
デ
ザ
イ
ン
塾
」
の
意
見
を
踏

ま
え
、「
ば
ん
げ
創
生
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
が

素
案
を
作
成
し
、
意
見
公
募
を
経
て
町
が
最
終
的

に
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

第３回
臨時会

12/25

　

12
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た

第
３
回
臨
時
会
に
お
い
て
、

条
例
改
正
、
一
般
会
計
及
び

各
特
別
会
計
補
正
予
算
の
８

件
に
つ
い
て
、
審
議
し
、
す

べ
て
可
決
し
ま
し
た
。

来年の作付を万全にするために
～台風第１９号の復旧予算に賛同～

　

３
０
４
８
万
円
を
追
加
す
る
補
正

予
算
。

　

主
な
も
の
は
、
県
人
事
院
勧
告
に

伴
う
職
員
の
給
与
改
正
等
に
伴
う
予

算
措
置
と
し
て
約
４
１
３
万
円
、
台

風
第
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧
に
伴
う

工
事
費
の
費
用
と
し
て
約
１
３
２
９

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
19
号
に
関
す
る
こ
の

他
の
復
旧
費
と
し
て
、
設
計
委
託
費

及
び
揚
水
機
の
修
繕
費
用
は
、
迅
速

な
対
応
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
予
備

費
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

災害を受けた揚水機（袋原区）
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小畑　博司議員五十嵐正康議員
　

大
変
に
多
く
の
時
間
を
か
け
て
第
六
次

振
興
計
画
基
本
計
画
が
作
ら
れ
た
事
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
以

上
、
第
五
次
振
興
計
画
を
検
証
し
て
い
る

議
会
に
素
案
を
提
案
し
、
意
見
を
聴
取
し

た
後
に
検
討
委
員
会
に
か
け
る
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
危
機
感
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
10
年

か
け
て
よ
り
素
晴
ら
し
い
町
に
す
る
た
め

に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

協
働
の
取
り
組
み
の
成
果
が
第
六
次
会

津
坂
下
町
振
興
計
画
案
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
そ
の
計
画
案
に
対
し
て
、
我
々
議
員

は
、
よ
り
良
い
取
り
組
み
に
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
意
見
や
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

決
し
て
反
対
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
坂
下
町
の
協
働
の
取
り
組
み
が

益
々
進
展
し
、
現
在
の
坂
下
町
の
財
政
危

機
を
町
民
、
行
政
一
体
と
な
っ
て
克
服
す

る
こ
と
を
願
っ
て
、
賛
成
の
意
見
と
い
た

し
ま
す
。

賛 成賛 成

　計画期間を10年間とした振興計画策定時に、望まし
い姿が多様な今の時代において、10年後の目標値を決
めることは困難なため、毎年策定している実施計画及
び行財政改革プランの中に数値を盛り込む事で、 １ 年
ごとにきちんと検証していく。

問①：計画に指標がなくなった理由は？

　第五次振興計画の検証の中で、第六次振興計画はシ
ンプルな形にしたい、コンパクトにまとめたい、町の
振興計画をわかりやすく、身近に感じて貰えるように
するという策定委員会の意図が大前提としてある。

問②：現状と課題として、第五次振興計画の検証結
果をもっと盛り込む必要があるのでは？

　振興計画には「財政シミュレーションの結果を踏ま
えて役場新庁舎建設を具体的に進めます」と記載し、
10年間のうち前期 ５ 年間で財政健全化に取り組み、後
期 ５ 年間で財政的な裏付けを取りながら具体的に建設
へ向けて進めていきたい。

問③：前回の計画に示された「新庁舎建設」は？

主
な
質
疑
Ｑ

A&&

１ ． 各課連携強化した徴収率向上を図り、
更なる自主財源確保の努力と更なる
国・県等の財源確保について調査・
研究を進められ、財政健全化に向け
た財政運営に努めること。

２ ． 各種事業の一般財源削減に向け、事
業ごとの収支改善策を調査・検討す
るなど、更なるスキルアップを図る
こと。

３ ． 今後の公有財産管理として、きめ細
やかな管理記録を行い、長寿命化対
策を講じると共に、管理規則・責任
体制の明示や重要書類のバックアッ
プ体制の整備を検討すること。

４ ． 備品管理の重要性を損ねることなく、
煩雑な管理規則を見直し、実情に合っ
た簡素な管理の検討すること。

６ ． 今年度整備された幼稚園児通園バス
の冬期間の安全性に万全を尽くし、
小中学校に新たに設置された空調設
備の適切な運用を指導すること。

７ ． 過度な削減とならないよう十分な検
討と配慮を心掛けること。

　令和元年度の町の事業・執行状況が適
正・適切に実施しているのかを11月 ６ 日
から１５日までの 8 日間かけて、各部署を
チェックしました。
　『各種事業も計画通り進められ、且つ、
諸帳簿・書類の整備状況においても概ね
良好であるが、下記事項については改善
処置を調査・検討することが望ましい』
との報告がなされました。

定期監査
（監査員の意見書）

町へ定期監査の意見書を渡す
仙波代表監査員と酒井議員

災害
箇所 種別 予算額

（単位：千円） 備　　考

町内
6 か所 設計委託 8,017 

予備費
対応済

袋原 揚水機（施設） 5,871 

舘ノ越 揚水機（施設） 3,328 

荻ノ窪 揚水機（施設） 2,429 

袋原 田（農地） 2,302 
補正予算

（第 4 号）
で新たに計上
された事業費

洲走
田（農地） 1,327 

水路（施設） 8,093 

袋原 農地保全
施設（施設） 1,569 

合　　計 32,936 　

台
風
19
号
の
被
災
に
よ
る
災
害
復
旧
予
算
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＜歳出事業の主な増減の内容＞
①各地区コミセン付属体育館（照明器具）の修繕費���������� ４８万円 増
②障がい者福祉サービスの増に伴う自立支援給付負担金������ １５１０万円 増
③利用者の増に伴う私立保育所等施設型給付金事業�������� ２０８３万円 増
④経清算額確定に伴う多面的機能支払交付金事業��������� ３３９１万円 増

令和元年度一般会計補正予算（第３号）の主な内容

会計名 補正前 補正額 補正後
一般会計
補正予算（第３号）

７３億
３４１６万６千円 ９３２９万９千円 ７４億

２７４６万５千円

　

令
和
３
年
３
月
末
に
現
在
の
「
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
」
の
失
効
に
伴
い
、

町
の
将
来
の
た
め
に
、
過
疎
対
策
法
が
果
た

し
て
き
た
役
割
を
考
え
、
失
効
前
に
新
な
過

疎
対
策
法
の
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
議

会
全
員
協
議
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
猪
俣

副
議
長
が
本
会
議
に
上
程
し
、
採
決
の
結
果
、

議
員
全
員
の
賛
同
を
受
け
て
、
国
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

関
係
大
臣
に
「
意
見
書
」
提
出

新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
を
求
め
て

議
員
発
議

ピック
　アップ

渡部正司議員
　

町
財
政
が
厳
し
い
中
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
約
3
千
4
百
万
円
を

未
使
用
と
し
て
返
還
す
る
補
正
だ
。

全
く
も
っ
た
い
な
い
。
一
旦
手
中
に

し
た
交
付
金
を
活
用
で
き
な
い
現
状

を
ど
う
見
る
か
。
活
用
す
る
努
力
が

足
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
受

益
者
負
担
と
し
て
各
種
料
金
を
上
げ

る
と
し
て
い
る
最
中
に
、
交
付
金
を

使
い
こ
な
せ
な
い
で
い
る
こ
と
を
町

民
に
ど
う
説
明
す
る
の
か
。

反 対

令和元年度一般会計
補正予算（第３号）に
対する討論

審議案件に対する賛否の状況
（賛否が分かれた議案）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １0 １１ １２ １３ １４ １５ １６

物
江　

政
博

赤
城　

大
地

横
山　

智
代

渡
部　

正
司

小
畑　

博
司

佐
藤　

宗
太

山
口　
　

享

三
橋　
　

薫

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
正
康

渡
部　

順
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　

孝
一

酒
井　

育
子

猪
俣　

恒
雄

古
川　

庄
平

会津坂下町会計年度任用職員の給与
及び費用弁償に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

会津坂下町公共施設使用料の見直し
に伴う関係条例の整備に関する条例 ○ ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長

会津坂下町立学校体育施設開放条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
長

会津坂下町下水道条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

長

会津坂下町農業集落排水処理施設の
設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
長

令和元年度会津坂下町一般会計補正
予算（第３号） ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。 ○：賛成　×：反対　欠：欠席　議長は採決に加わりません
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※�一般質問・・・議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
疑問点を質すこと。会津坂下町議会では質問答弁を含めて、１人50分以内としています。

一般
質問 議員が町政を質す！

　12月定例会では、10人の議員が一般質問を行い、２ 日間にわたり活発な議論を展開しました。
質問と答弁を要約した内容は、１0ページから１４ページです。

議 会 傍 聴 へ お い で 下 さ い

令和２年第１回定例会は、２月19日から３月４日までの会期（予定）です。
一般質問は２月25日（月）、26日（火）午前１０時開会予定です。

第４回定例会の一般質問録画配信中
議会基本条例に基づき、町民に開かれた議会を推進するため一般質問を
録画配信しています。

町のホームページまたは YouTube でご覧になれます。

質問議員（質問順序） 質問項目 頁

１ 水　野　孝　一
①歳入の確保について
②厚生病院（移転後）の跡地について町は関与していくべき

と思うがその考えはあるのか
③鶴沼緑地公園の管理と周辺の各スポーツ施設の利用状況と課題について

Ｐ10

２ 三　橋　　　薫 ①町長の政治姿勢について Ｐ10

３ 五十嵐　一　夫
①緊縮政策により活力が萎縮していく町、どう打開するのか
②人口問題、企業誘致と「婚活」
③みなし道路事業の取組と現状について

Ｐ11

４ 山　口　　　享
①町の防災対策について
②町の財政状況について
③子供たちの教育環境について

Ｐ11

５ 赤　城　大　地 ①第六次振興計画について
②地域経済の活性化について Ｐ12

６ 青　木　美貴子 ①第六次振興計画について Ｐ12

７ 横　山　智　代 ①町政健全化について Ｐ13

８ 渡　部　正　司 ①会津坂下町の成長戦略について Ｐ13

９ 小　畑　博　司
①防災・減災計画の再点検が必要ではないか
②食育推進計画の進捗について伺う
③老人センターの復活はどうなっているのか伺う

Ｐ14

10 佐　藤　宗　太 ①町政について
②産業について Ｐ14
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一

般

質

問

町
有
財
産
活
用
の
具
体
策
と
ふ
る
さ

と
納
税
の
取
り
組
み
、
企
業
誘
致
策

は
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
中
で
歳
入
の

確
保
策
と
し
て
、
町
税
等
の
確
保
・

受
益
者
負
担
の
見
直
し
、
町
有
財
産
の
有
効

活
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
の
４
つ
を
具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
掲
げ
て
実
施
し
て

い
き
ま
す
。
活
用
予
定
の
な
い
町
有
財
産
は
、

売
却
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ふ
る
さ
と
納
税

は
、
返
礼
品
の
拡
充
と
Ｐ
Ｒ
の
充
実
を
図
り
、

今
後
も
き
め
細
や
か
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

新
規
企
業
は
、
今
ま
で
同
様
周
辺
市
町
村
等

で
構
成
す
る
団
体
と
連
携
し
、
首
都
圏
で
の

誘
致
活
動
を
最
優
先
目
標
に
、
誘
致
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

歳
入
の
確
保
に
つ
い
て
の
方
策
は

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
の
中
で
実
施
し
ま
す

水野　孝一議員

問答

町
が
目
指
す
将
来
像
は
。

地
域
を
基
礎
と
し
た
「
ひ
と
」「
く

ら
し
」「
し
ご
と
」
の
諸
課
題
に
取

り
組
み
、
人
口
が
減
少
し
て
も
活
力
が
あ
り

町
民
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
て
る
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た

「
ば
ん
げ
」
に
誇
り
と
愛
着
を
も
ち
「
こ
れ

か
ら
も
住
み
続
け
た
い
」「
故
郷
に
も
ど
り

暮
し
た
い
」「
夢
を
実
現
し
た
い
」
と
思
え

る
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

行
財
政
改
革
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

令
和
６
年
度
ま
で
は
財
政
健
全
化
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
優
先
し
て
進
め
行
政

経
営
改
革
プ
ラ
ン
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら

計
画
性
を
も
っ
て
各
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
健
全
化
を
含
め
た
行
財
政
改

革
を
進
め
る
た
め
に
真
に
必
要
と
な
る
事
項

を
洗
い
出
し
全
庁
一
丸
と
な
り
取
り
組
み
ま
す
。

町
の
将
来
像
と
改
革
に
つ
い
て
問
う

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

三橋　　薫議員

問答

厚
生
病
院
移
転
後
の
跡
地
に
つ
い
て

町
は
関
与
す
べ
き
と
思
う
が
考
え
は
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
未
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
、
厚
生
連
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
跡
地
利
用
如
何
で
の
町
へ
の

影
響
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
あ
く
ま

で
も
県
厚
生
連
で
計
画
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
が
、
町
も
協
議
に
加
わ
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答 厚
生
病
院
移
転
後
の
跡
地
へ
の
関
与
は

町
も
協
議
に
加
わ
っ
て
い
く
考
え
で
す

問答

こ
れ
も
質
問

問　

鶴
沼
緑
地
公
園
と
各
施
設
の
課
題
は
。

答　

施
設
の
経
年
劣
化
が
大
き
な
課
題
で
す

が
更
新
は
充
分
に
対
応
で
き
な
い
。

防
災
体
制
強
化
を
ど
う
進
め
る
か

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
り
ま
す

防
災
強
化
の
仕
組
み
づ
く
り
、
整
備

に
つ
い
て
問
う
。

防
災
体
制
の
万
全
を
期
し
自
助
と
共

助
を
基
本
に
助
け
合
い
な
が
ら
「
自

分
の
命
と
地
域
は
自
ら
で
守
る
」
と
い
う
住

民
意
識
を
醸
成
し
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を

図
り
ま
す
。
自
主
防
災
組
織
は
発
災
直
後
の

安
否
確
認
や
救
出
等
の
初
動
活
動
に
お
い
て

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
平
常
時
か

ら
近
隣
住
民
の
結
び
つ
き
や
地
域
社
会
と
の

つ
な
が
り
が
極
め
て
重
要
と
な
る
事
か
ら
行

政
区
単
位
に
位
置
付
け
し
、
平
常
時
よ
り
官

民
問
わ
ず
災
害
協
定
を
締
結
し
て
い
る
各
団

体
と
の
連
絡
体
制
を
強
化
し
相
互
連
携
を
図

り
ま
す
。

問答

移転される厚生病院

自主防災組織の訓練
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一

般

質

問

災
害
弱
者
へ
の
対
応
を
示
せ
。
誰
が

誰
を
見
守
る
の
か
。

少
し
で
も
人
的
、
物
的
被
害
を
軽
減

す
る
た
め
の
、
減
災
へ
の
取
り
組
み

町
の
緊
縮
政
策
の
見
解
は

ご
不
便
と
将
来
に
対
す
る
不
安
を

�

与
え
た
と
認
識
し
て
い
ま
す

五十嵐一夫議員

町
が
な
ぜ
建
設
支
援
金
を
負
担
す
る

の
か
根
拠
を
示
せ
。

法
令
等
に
よ
る
町
の
負
担
義
務
が
あ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
本

町
へ
の
誘
致
等
、
坂
下
厚
生
総
合
病
院
が
長

年
に
わ
た
り
本
町
や
近
隣
市
町
村
の
医
療
を

支
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
近
隣
市
町
村
と
連

携
し
建
設
支
援
負
担
金
を
支
出
す
べ
き
と
考

え
る
も
の
で
す
。

　

病
院
側
と
は
建
設
費
の
10
％
及
び
10
億
円

を
上
限
と
し
て
交
渉
を
し
て
き
ま
し
た
。
坂

下
厚
生
総
合
病
院
運
営
委
員
会
を
構
成
す
る

近
隣
市
町
村
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
一
部
負

担
の
協
力
を
得
ら
れ
る
案
と
し
て
、
立
地
自

治
体
と
し
て
建
設
負
担
金
の
７
割
を
負
担
す

る
案
で
協
議
・
調
整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

厚
生
病
院
新
築
に
伴
う
建
設
支
援
金
は

近
隣
市
町
村
と
連
携
し
支
出
し
ま
す

山口　　享議員

問答町
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
問
う

減
災
へ
の
取
り
組
み
が

�

重
要
と
考
え
て
い
ま
す

役
場
が
被
災
し
た
時
の
対
応
は
。

執
務
室
を
非
常
用
自
家
発
電
設
備
等

が
整
備
さ
れ
て
い
る
中
央
公
民
館
へ

移
し
対
応
い
た
し
ま
す
。

問答

町
の
緊
縮
政
策
で
、
町
も
町
民
も
萎

縮
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
ど
う
打
開
す
る
の
か
、
ま
た
坂
下
の
近

未
来
の
イ
メ
ー
ジ
像
が
あ
る
の
か
伺
う
。

庁
舎
建
設
延
期
や
糸
桜
里
の
湯
ば
ん

げ
の
入
館
料
改
定
、
各
地
区
か
ら
の

要
望
等
に
も
充
分
に
対
応
で
き
な
い
状
況
な

ど
、
ご
不
便
と
町
の
将
来
に
対
す
る
不
安
を

与
え
た
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

第
六
次
振
興
計
画
基
本
構
想
に
お
い
て

「
み
ん
な
が
つ
な
が
り
、
夢
や
希
望
を
か
な
え

る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」
を
「
ま
ち
づ
く
り
の

理
念
」
に
位
置
づ
け
、
区
切
り
の
中
で
の
イ
メ
ー

ジ
で
は
な
く
、
10
年
後
の
「
人
口
が
減
少
し

て
も
活
力
が
あ
り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
生

き
が
い
を
持
ち
持
続
す
る
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

こ
れ
も
質
問

問　

小
・
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
維
持
費
の
試

算
を
問
う
。

答　

電
気
料
金
は
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
、

月
７
２
万
９
千
円
の
増
額
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

企
業
等
の
誘
致
の
取
組
の
現
状
、
成

果
に
つ
い
て
、
企
業
立
地
推
進
本
部

の
組
織
は
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
の
か
。

問 企
業
誘
致
の
現
状
と
成
果
を
伺
う

関
係
部
署
と
連
携
し
、
企
業
立
地
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

周
辺
市
町
村
で
構
成
す
る
団
体
や
県

と
連
携
し
、
首
都
圏
展
示
会
等
に
お

い
て
、
誘
致
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
活
動
や
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
継

続
的
に
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
成
果
と
し
て

企
業
進
出
３
件
、
町
内
移
転
１
件
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
関
係
部
署
と
の
連
携
と
情
報
共
有
を

強
化
し
、
企
業
立
地
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

こ
れ
も
質
問

問　

み
な
し
道
路
の
取
組
に
つ
い
て
。

答　

未
買
収
が
１
２
８
件
あ
り
、
35
件
に
つ

い
て
買
収
を
早
め
に
済
ま
せ
た
い
。

答

問答

坂本工業団地に新設された第２工場

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
区
長･

自
治

会
長･

民
生
児
童
委
員
の
協
力
に
よ
り
名
簿

を
作
成
し
、
災
害
時
の
避
難
誘
導
に
活
用
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

着々と建設が進む厚生病院
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一

般

質

問

第
六
次
振
興
計
画
に
お
い
て
「
若
者

に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
の
推
進
」

が
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
施
策
と
さ
れ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
様
な
取
り
組
み
を
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

次
年
度
か
ら
の
第
六
次
振
興
計
画
に

お
い
て
、「
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と

し
て
の
若
者
」
を
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、
ア
ン
ダ
ー
30
ま
ち
づ

く
り
集
会
か
ら
提
案
の
あ
り
ま
し
た
「
若
者

に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
の
推
進
」
を
基
本

計
画
の
中
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
青
年
会
議
所
や
地
元
高
校

と
連
携
し
、
定
期
的
に
「
若
者
集
会
」
を
開

10
代
・
20
代
の
意
見
は

 

町
政
に
反
映
さ
れ
る
の
か

次
年
度
よ
り
具
体
的
に
取
り
組
み
ま
す

赤城　大地議員

第
六
次
振
興
計
画
を

 

実
現
す
る
た
め
の
方
策
は

「
み
ん
な
が
繋
が
る
」仕
組
み
を
構
築
す
る

青木美貴子議員

実
施
計
画
を
行
う
に
あ
た
っ
て
町
民
・

行
政
・
職
員
の
具
体
的
な
関
り
方
は
。

一
月
に
は
振
興
計
画
の
住
民
説
明
会

を
地
区
単
位
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

町
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
は
町
民
・
行
政
・

職
員
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
町
づ
く
り
の
中
心
的
な
担
い
手

と
な
る
職
員
の
理
解
と
意
識
の
共
有
を
徹
底

し
て
参
り
ま
す
。
み
ん
な
が
繋
が
る
仕
組
み

を
構
築
す
る
た
め
令
和
２
年
度
よ
り
、
住
民
・

地
域
・
行
政
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
的
担

い
手
と
し
て
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
町
が
直
接
雇
用
す
る
「
地
域
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置
い
た
し
ま
す
。

第
六
次
振
興
計
画
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

「
人
づ
く
り
」・「
暮
ら
し
づ
く
り
」・

「
仕
事
づ
く
り
」・「
仕
組
み
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
真
に
必
要
な
事
業
に
つ
い

て
精
査
し
、
重
点
的
に
進
め
る
事
業
を
核
と

し
て
各
種
事
業
の
見
直
し
を
進
め
て
参
り
ま

す
。「
重
点
的
に
進
め
る
事
業
」
と
し
て
具

体
的
な
も
の
と
し
た
こ
と
か
ら
、
一
つ
一
つ

問答

問答

本
年
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
国
道
49

号
線
沿
い
の
大
手
企
業
の
店
舗
が

次
々
と
閉
店
、
撤
退
し
た
。
こ
の
現
状
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
伺
う
。

こ
れ
ま
で
町
で
は
中
心
市
街
地
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
交
通
状
況
の

変
化
か
ら
、
経
済
活
動
の
中
心
は
中
心
市
街

地
か
ら
大
型
店
舗
の
立
地
す
る
幹
線
道
路
沿

線
に
移
行
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
の

現
状
に
お
い
て
、
店
舗
の
閉
店
は
地
域
雇
用

や
住
民
の
消
費
生
活
に
少
な
か
ら
ず
影
響
の

あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問答 国
道
49
号
線
沿
い
の
店
舗
の
閉
店
を

 
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

地
域
経
済
に
影
響
が
あ
る
も
の
と

�

懸
念
し
ま
す

催
す
る
中
で
、
若
者
の
意
見
や
ア
イ
デ
ィ
ア

等
を
施
策
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
町
内
の
企
業
や
各

種
団
体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
を
担
う
人
材
育
成
に
つ
な
げ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

若者が参加するまちづくり集会

の
事
業
の
実
施
方
法
の
更
な
る
創
意
工
夫
や
、

町
民
、
地
域
、
各
種
団
体
等
の
連
携
に
よ
り

持
続
可
能
で
成
果
の
上
が
る
方
法
を
検
討
し

ま
す
。「
人
口
が
減
少
し
て
も
活
力
が
あ
り
、

町
民
一
人
一
人
が
生
き
が
い
を
持
て
る
持
続

可
能
な
町
」
を
目
指
し
ま
す
。

問答

計画を審議したばんげ創生まちづくり委員会
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一

般

質

問

町
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ
て
も
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
努
め

て
い
く
こ
と
は
、
行
政
と
し
て
の
責
任
で
あ

り
ま
す
。
効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
長
期
的
か

つ
総
合
的
な
視
点
に
立
っ
た
行
政
経
営
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
職
員
の
人
材
育

成
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

町
民
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か

維
持
・
向
上
は
行
政
と
し
て
の
責
任
で
す

横山　智代議員

町
の
成
長
戦
略
は
な
に
か

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

渡部　正司議員

現
在
の
町
予
算
方
針
や
執
行
状
況
は
、

内
向
き
で
ジ
リ
貧
、
先
細
り
傾
向
に

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
人

口
の
減
少
に
伴
い
、
歳
入
も
減
少
し

て
い
く
と
試
算
し
、
歳
出
は
、
こ
れ
ま
で
の

公
債
費
が
減
少
し
な
い
こ
と
か
ら
、
あ
と
数

年
は
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
は
、
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
の
取

り
組
み
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
限
ら
れ
た
財
源

で
、
町
民
生
活
を
守
る
た
め
に
必
要
な
事
業

は
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
し
、
今
後
も
こ

の
考
え
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
決

し
て
内
向
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

問答厚
生
病
院
建
設
に
伴
う

 

町
の
負
担
金
は

約
６
億
円
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す

厚
生
総
合
病
院
建
設
に
対
す
る
町
の

負
担
分
に
つ
い
て
伺
う
。

坂
下
厚
生
総
合
病
院
運
営
委
員
会
を

構
成
す
る
近
隣
市
町
村
の
ご
理
解
を

得
な
が
ら
、
そ
の
一
部
の
ご
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
で
協
議
・
調
整
を
行
っ
て
お
り
、

確
定
額
で
は
な
い
が
本
町
の
負
担
額
は
約
６

億
円
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
病

院
の
解
体
に
伴
う
本
町
の
負
担
額
は
約
９
５

０
万
円
と
試
算
し
て
お
り
ま
す
。

問答

こ
れ
も
質
問

問　

高
齢
者
・
運
転
免
許
返
納
者
へ
の
取
り

組
み
は
。

答　

バ
ス
券
補
助
や
公
共
交
通
利
用
者
へ
の

優
遇
な
ど
の
各
種
施
策
を
実
施
。

問　

町
公
共
施
設
の
使
用
料
見
直
し
方
針
は
。

答　

公
平
性
と
い
っ
た
視
点
か
ら
受
益
者
負

担
と
し
て
お
願
い
す
る
。

問　

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
。

答　

職
員
と
し
て
の
基
礎
研
修
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

成
長
戦
略
は
、
財
政
健
全
化
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
へ
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
町
は
成
長
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

人
口
減
少
の
緩
和
に
よ
り
地
方
交
付

税
及
び
町
税
等
の
減
少
率
も
緩
和
す

る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
歳
入
に
反
映
さ
れ
、
こ
の
結

果
を
基
に
毎
年
見
直
し
を
行
う
、
財
政
健
全

化
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

町
の
成
長
を
「
人
口
増
加
と
経
済
発
展
」

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、「
人
口
減
少

と
緩
や
か
な
経
済
の
縮
小
す
る
中
に
あ
っ
て

も
持
続
可
能
」
な
町
政
運
営
が
で
き
る
こ
と

と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
。

問答

成長へのアクションプラン

町民サービス
（安否確認を兼ねた高齢者支援のごみ収集）
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一

般

質

問

超
大
型
台
風
19
号
を
は
じ
め
、
全
国

各
地
で
起
き
た
災
害
は
か
つ
て
な
い

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
計

画
で
は
対
応
不
可
能
で
あ
り
、
再
点
検
が
必

要
で
は
な
い
か
。

今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
域
防
災

計
画
を
早
期
に
改
定
し
ま
す
。
ま
た
、

令
和
３
年
に
は
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策

定
に
着
手
し
、
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

防
災･

減
災
計
画
の
再
点
検
が

 

必
要
で
は
な
い
か

地
域
防
災
計
画
を
早
期
に
改
定
し
ま
す

小畑　博司議員

第
六
次
振
興
計
画
に
お
け
る

 

新
庁
舎
建
設
を
問
う

最
重
点
事
業
と
位
置
づ
け

�

実
現
に
向
け
調
査
研
究
を
行
う

佐藤　宗太議員

第
六
次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画
に
お

け
る
最
重
要
施
策
は
な
に
か
。

基
本
構
想
に
掲
げ
た
「
や
っ
ぱ
り
ば

ん
げ
が
い
い
」
を
実
現
す
る
た
め
、

4
つ
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。
そ
の
主
体
は

未
来
を
担
う
若
者
で
あ
り
ま
す
、
ま
ち
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
「
若
者
を
ま
ち
づ
く
り

の
主
体
と
す
る
」
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
坂

問答

問答

老
人
セ
ン
タ
ー
の
復
活
は

 

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

財
政
面
か
ら
も
現
実
的
で
な
い

老
人
セ
ン
タ
ー
が
取
り
壊
さ
れ
て
久

し
い
が
、
か
つ
て
は
高
齢
者
や
障

が
い
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
た
施
設
で
あ
り

ま
し
た
。
本
来
の
施
設
の
存
在
意
義
は
何
で

あ
っ
た
の
か
、
そ
の
必
要
性
の
認
識
と
今
後

の
構
想
を
伺
う
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実
は
、
必
要
な
事

業
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の
既
存
施
設
を

活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
基
本
と
し
、
新

た
な
施
設
の
整
備
と
運
営
は
財
政
面
か
ら
も

現
実
的
で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答こ
れ
も
質
問

問　

食
の
安
全
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
推
進

し
て
い
る
か
。

答　

安
全
性
の
確
保
に
必
要
な
措
置
を
講
じ

ま
す
。

最
新
の
防
災
マ
ッ
プ

道
の
駅
の
管
理
、
運
営
の

 

係
わ
り
方
に
つ
い
て
問
う

湯
川
村
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

�

運
営
支
援
に
努
め
る

道
の
駅
の
駅
長
が
6
ケ
月
間
以
上
の

不
在
状
態
が
続
い
て
い
る
。
当
町
が

筆
頭
株
主
と
し
て
管
理
、
運
営
に
果
た
す
役

割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

運
営
に
つ
い
て
は
第
一
義
的
に
会
社

が
主
体
と
な
り
進
め
る
べ
き
で
あ
る

が
、
引
き
続
き
「
人
の
駅
、
川
の
駅
、
道
の

駅
協
議
会
」
を
中
心
に
湯
川
村
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
運
営
支
援
に
努
め
、
不
在
に
な
っ

て
い
る
駅
長
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
の
株
主

総
会
を
目
途
に
早
期
に
選
任
で
き
る
よ
う
、

指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問答 下
に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
将
来
に
わ
た
り

住
み
続
け
た
い
と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指

し
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
新
庁
舎
建
設
を
最
重
点
事
業
と
位
置

づ
け
、
前
期
計
画
期
間
内
に
財
政
の
健
全
化

を
成
し
遂
げ
、
後
期
計
画
期
間
中
に
事
業
の

再
開
を
目
指
し
調
査
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

様々な方々が携わった地域づくり計画合同報告会
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議会
活動報告

政策提言を
町長に提出

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

及
び
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
の
選
択
制
を
撤
回
し
、
両

制
度
の
併
用
継
続
を
求
め
る

中山間地域を守りたい

　町の基幹産業である農業後継者の減少や高
齢化が課題であり、特に中山間地域において
は一層深刻な状況にあります。中山間地域は
傾斜地が多く自然災害が発生しやすいことや、
畦畔が大きく、草刈などの維持が困難である
など、生産活動は大変であります。加えてク
マやイノシシ・シカなどの獣害の拡大は、生
産意欲を減退させ、地域コミュニティの維持
を妨げる大きな問題となり、その最前線が中
山間地域であります。
　国が目指す目的に向かって町と国が連携し
て次世代に引き継ぐこと、地域資源（農地・
ため池・農道・水路等）の維持向上を図る活
動を支援し、さらには獣害から町民を守るた
めにも当該両制度の選択制は撤回し、両制度
の併用継続を強く求めます。

昨年 １ 月、町は、総合的な判
断のもと、中山間地域等直接
支払制度及び多面的機能支払
交付金事業を併用している ５
つの活動組織に対して選択制
を提案した。それに対し各方
面から疑問の声が上がった。

①機序

町が選択制にした理由や経過、
国・県の方針・地元町民の声
を、産業建設常任委員会を中
心に検討し、政策会議におい
て提言書をまとめ、議会全員
協議会にて町に改善を求める
ことを決定した。

②議会の対応

管理が大変な中山間地

提言書

　 ９ 月24・25日に議会だよりの更なる充実を
目指して、全国町村議会研修会及び埼玉県北
本市議会を視察しました。
　研修内容として、広報紙の文章や広報紙の
企画・編集、ＷＥＢ・ＳＮＳの活用方法、議
会だよりのレイアウト等について専門家の編
集方法を学び、広報広聴委員会としての活動
の取り組みを聞きました。今後の議会報の編
集に活かして参ります。

分かりやすく伝えるために
広報編集の技術を学ぶ

当町議会の取り組みを視察
受入し、 相互に刺激を受ける

研修

議会報編集委員会　研修実施 視察受入（宮城県色麻町議会）

　11月11日に宮城県色麻町議会の議会運営委
員会が行政視察に来庁し、お互いの取り組み
状況について意見交換しました。

＜視察内容＞
　①議会を代表しての質問
　②ばんげ未来トークの取り組み

報告
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委
員
長
　
猪
俣
　
恒
雄

�

副
委
員
長

　
赤
城
　
大
地

�

委
　
員
　
横
山
　
智
代

�

委
　
員
　
三
橋
　
　
薫

�

委
　
員
　
五
十
嵐
正
康

�

委
　
員
　
酒
井
　
育
子

　

ま
た
１
年
が
過
ぎ
、
新
た
な
気

持
ち
で
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
昨
年
は
地
震
に
台
風

と
災
害
の
多
い
年
で
し
た
。
本
年

は
希
望
あ
ふ
れ
る
年
と
な
る
よ
う

心
よ
り
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

今
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

各
使
用
料
や
利
用
料
が
大
き
く
見

直
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
お

い
て
も
、
多
数
の
議
員
が
財
政
に

つ
い
て
質
問
す
る
な
ど
、
町
の
財

政
政
策
が
大
き
く
注
目
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

「
な
せ
ば
成
る　

な
さ
ね
ば
成
ら

ぬ
何
事
も　

成
ら
ぬ
は
人
の
な
さ

ぬ
な
り
け
り
」

誰
も
が
知
る
こ
の
言
葉
を
残
し
た

上
杉
鷹
山
は
困
窮
し
た
藩
財
政
を

再
建
し
た
名
君
で
し
た
。
い
ま
こ

そ
先
人
の
知
恵
か
ら
学
ぶ
と
き
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
議
会
の
任
期
も
残
す
と
こ

ろ
２
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
議
員

一
同
、
最
後
ま
で
し
っ
か
り
と
責

務
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
副
委
員
長　

赤
城
大
地
）

古川庄平議長

町民にとって身近な議会を目指し、町政の発展

に議会全員で取り組んで参ります。

　

五
香
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
は
“
楽
し

む
”“
学
ぶ
”“
役
に
立
つ
”
を
会
員
の

大
き
な
活
動
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
議

会
傍
聴
は
“
学
ぶ
”
事
の
一
環
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
議
会
定
例
会
の
質
問
を
興
味

深
く
大
変
期
待
し
な
が
ら
議
場
に
入
り

ま
し
た
。

　

各
議
員
の
当
初
の
質
問
に
対
す
る
町

担
当
者
の
答
弁
は
、
具
体
的
な
町
の
考

え
方
、
実
際
に
物
事
が
ど
の
程
度
進
ん

で
い
る
の
か
、
事
務
的
で
抽
象
的
な
答

弁
が
多
く
、
も
う
少
し
分
か
り
や
す
い

言
葉
で
は
っ
き
り
答
え
て
欲
し
い
と
思

っ
た
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。
再
質

問
の
議
員
と
の
一
問
一
答
は
、
町
担
当

者
の
答
弁
も
具
体
的
に
な
っ
て
大
変
良

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

町
の
財
政
が
厳
し
い
こ
と
は
私
だ
け

で
な
く
町
民
皆
さ
ん
が
心
配
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
坂
下
厚
生
病
院
の
移
転

後
の
跡
地
の
事
、
少
な
く
な
っ
て
い
る

企
業
を
ど
う
し
た
ら
誘
致
で
き
る
か
な

ど
や
る
事
は
山
積
み
で
す
。
町
担
当
職

員
、
議
員
の
最
大
の
仕
事
は
、
町
民
に

不
安
や
心
配
を
与
え
な
い
事
で
す
。
積

極
的
に
前
向
き
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
議
会
傍
聴
を
積
極
的

に
宣
伝
し
て
多
く
の
町
民
が
議
会
傍
聴

を
行
い
、
住
み
良
い
坂
下
町
に
な
る
よ

う
に
、
白
熱
し
た
議
論
で
協
議
・
討
論

さ
れ
る
議
会
運
営
を
願
っ
て
い
ま
す
。

議
会
傍
聴
に
参
加
し
て

�

五
香
　
唐
司
　
繁
光

み
な
さ
ん
の
声

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃

か
ら
町
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、「
み
ん
な
が
つ
な
が
る
」を

基
本
理
念
と
し
た
、
今
後
10
年
間

の
町
の
方
針
で
あ
る
「
第
六
次
会

津
坂
下
町
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、

財
政
健
全
化
に
向
け
、
今
年
は
初

年
度
の
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
新
た

な
挑
戦
と
し
て
、
県
内
町
村
初
の

試
み
と
な
る
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
「
代
表
質
問
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
一
般
的
に
会
派
が
あ
る
議
会

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
会
派

の
な
い
議
会
の
実
施
で
あ
る
た
め
、

「
議
会
を
代
表
し
て
の
質
問
」
と

い
う
形
式
で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
町
の
重
要

な
課
題
を
議
員
全
員
で
検
討
し
、

議
会
内
の
議
論
を
活
発
化
さ
せ
、

町
政
の
課
題
を
共
有
し
つ
つ
、
よ

り
町
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
に
な

っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
昨
年
は
、
３
月
と
９
月
に
、

「
町
財
政
の
健
全
化
と
庁
舎
建
設
」、

「
外
国
人
労
働
者
」、「
公
共
交
通

の
在
り
方
」
と
い
う
観
点
か
ら
、

町
の
代
表
で
あ
る
町
長
と
議
会
の

代
表
者
が
町
の
課
題
を
協
議
す
る

良
い
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
開
か
れ
た
議
会
、

活
力
の
あ
る
議
会
」
構
築
の
た
め
、

平
成
29
年
よ
り
各
種
団
体
よ
り
要

請
を
受
け
、
議
員
が
直
接
訪
問
す

る
「
ば
ん
げ
未
来
ト
ー
ク
（
町
民

懇
談
会
）」
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

約
３
０
０
人
の
声
を
伺
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
町
民

皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を
拝
聴
す

る
機
会
を
設
け
、
そ
の
声
を
町
政

に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
、

自
ら
の
責
務
を
自
覚
し
、
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
、
議
員
一
丸
と

な
り
「
チ
ー
ム
議
会
」
の
確
立
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
町
民
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ

■
前
号
（
１
９
５
号
）
の
記
事

に
左
記
の
誤
り
が
あ
り
、
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●
訂
正
箇
所

Ｐ
３
の
「
主
な
質
疑
」
の
箇
所

（
糸
桜
里
の
湯
の
指
定
管
理
用

料
に
対
す
る
答
え
）

（
正
）
指
定
管
理
が
終
了
す
る

　
　
　

令
和
４
年
４
月
か
ら
～

（
誤
）
指
定
管
理
が
終
了
す
る

　
　
　

令
和
３
年
４
月
か
ら
～


